
03 04

07 08

2026

1
Vol.17

助臺美帆

072-957-2121



薬剤関連顎骨壊死の
最近の知見

01 02

8

助臺美帆　

薬剤関連顎骨壊死の
最近の知見

01 02

8

助臺美帆　



薬剤関連顎骨壊死の
最近の知見

01 02

8

助臺美帆　

薬剤関連顎骨壊死の
最近の知見

01 02

8

助臺美帆　



1 2

04

1 2

1 2

04

1 2



1 2

04

1 2

1 2

04

1 2



06

多発肺癌に対し右上下葉切除を施行し
中葉を温存した２例 呼吸器外科／北原直人副部長
当院における85歳以上の超高齢者肺癌に対する
手術成績 呼吸器外科／谷口聖治医長
肺癌に併発した肺膿腫のコントロールに
外科治療を要した２例 呼吸器外科／渡洋和医員
がん内科病棟におけるACPカンファレンスの実態調査
 副看護師長／岩田香
Ａ病棟のACPカンファレンス活性化の取り組み
 看護師／中原天海

　2025年11月6日（木）～8（土）、東京国際フォーラムに
て、日本肺癌学会学術集会が行われました。
　当センターは、ACP（アドバンス・ケア・プランニング）に
ついて積極的に取り組んでおり、患者様やご家族が大切
にしていることや望むこと、どのような医療やケアを受け
たいかを共に考え、患者さんやご家族がその人らしく生き
ることができることを大切にしています。
　今回の学会で得られたご意見やつながりを、今後の診
療や看護に生かすとともに、地域の医療機関の皆さまとも
情報共有・連携を深めながら、より良い医療の提供につな
げていきたいと考えています。

　韓国に行ってきました！2025年10
月に開催された小児アレルギー学会
学術集会に韓国の先生をお招きし
たのに引き続き、2025年11月７日に
韓国小児アレルギー呼吸器疾患学
会（Korean Academy of Allergy and 
Respiratory Disease, KAPARD）の学
術集会（2025　KAPARD　Autumn 
Conference）に、日韓交流講演の演
者として参加しました（小児科：髙岡
有理）。韓国と日本の小児アレルギ
ー学会は以前から心温まる交流を育
んでいます。

2025KAPARD  Autumn  Conference 

　2025年12月20日（土）、外部医療機関から講師をお招
きし、気管支喘息に関する講演会を開催いたしました。
　当講演会にご参加いただきました皆様に、厚く御礼申
し上げます。

演題①「学童期以降の喘息の治療・管理・鑑別のポイント
 ～生物学的製剤を始める前に～」
 福岡市立こども病院こどもアレルギーセンター長／
 アレルギー・呼吸器科科長／手塚純一郎先生

演題②「病態評価に基づく重症喘息管理
 ～医療連携とバイオ早期導入の実践～」
 南奈良総合医療センター呼吸器内科部長／甲斐吉郎先生
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連携医療機関（登録医）のご紹介地域医療連携NEWS

飯尾麗　

　当診療所は父と叔父が1983年に開院し、当初より外科・内科と幅広い疾患に対応
し、2000年からは日曜診療も行ってきました。私は外科医として消化器癌の手術を中
心に、一般消化器診療、内視鏡診療に携わってきました。2011年から当診療所の後を
継ぎ、今までに得た知識、技術を生かし、外科・内科はもちろん、上部・下部内視鏡検
査、腹部超音波検査なども行っています。大阪はびきの医療センターとも連携しながら
診療、治療を行っています。どうぞよろしくお願いいたします。

　当院は、皆様に安心して来院いただけるよう、アフターコロナとなった現在も感染対
策を継続し、またWeb順番予約を導入することで少しでも待ち時間を短縮するように
努めています。診療面では、患者さんの訴えを傾聴し気持ちに寄り添うよう心がけてお
ります。2025年から非常勤医師による診療も始まり、週４コマのみですが二診体制とな
ることでより多くの患者さんの診療ができるようになりました。院長も非常勤医師も全
員が女性医師で、細やかな視点で診療できるのも特徴と思います。地域の皆様に愛さ
れるクリニックを目指しております。末永くよろしくお願い申し上げます。
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